
　

「主体性を育む『実(じつ)の場』」　
校長　小髙　敏男

　区内では、感染症による学級閉鎖がまだあるようですが、本校では、保護者の皆様の日頃からの努力により
感染拡大には至っておらず、校庭での全校朝会を実施しています。先週の月曜日には、集合する１年生の姿
に、大きな成長を感じました。それは、全員が自分たちで話をやめて静かに整列していたからです。そして、
日直の先生の「前へ、ならえ」の掛け声でも列が動かず、自分たちで整列できていることが証明されました。
友達とお話をしたい気持ちを抑えて整列するという自己判断ができることはすごいことです。それも、全員で
す。私は、予定していた話をやめて、その１年生の姿を全校の子どもたちに伝えました。話を変更したのは、
嬉しさもありましたが、本校の教育の重点でもある主体性の育成は、こうした実際の生活場面で育むことが有
効だと考えるからです。
　また、今週の月曜日には、６年生から５年生が朝会のスピーチを引き継ぎ、５年生代表児童二人による初め
てのスピーチを聞くことができました。緊張しながらも堂々と話す５年生の姿に、成長を感じました。話す力
は、国語科の授業を通して学んでいるのですが、５年生二人にとって今回の朝会でのスピーチは、通常の授業
よりも価値ある学びとなったはずです。代表としての責任を果たすために、全てにおいて普段よりも全力で取
り組んだはずだからです。こうした活動の場を本校では「実の場」として普段の教育活動においても意図的に
仕組んでいくことで、子どもたちの主体性を育んでいます。
　３学期に実施した２回の校内研究でも、「実の場」の工夫が見られました。４年生による国語科では、エレ
ベータートークをするために説明的文章を読むという設定でした。自分が実際に話すために読むのですから、
読む必要性が生まれ、主体的に読み取る姿が見られました。５年生による社会科では、自分が放送局員となっ
て正確な情報を発進するという設定でした。放送局の仕事をただ学ぶのではなく、自分事として学ぶことで、
「本当に正確な情報か？視聴者に伝わるのか？よりよい工夫はないか？」など、強い探究心をもって広く深く
学ぶ姿が期待されました。
　「実の場」の重要性は、卒業アルバムでも感じます。６年生の卒業文集には、移動教室や運動会などの行事
を題材にしたものが多く書かれています。それは、忘れたくない思い出であったり、価値を強く感じていたり
するからでしょう。それは、「実の場」での学びであるといえます。
ただ、「実の場」であれば何でもよいということではありません。移動教室や運動会も、事前・事後の主体

的な学習があって、より価値ある学びとなります。事前に、自分たちがより良い行事にするためには何が必要
なのかと、主体的に取り組んだからこそ価値ある行事となります。もし、受け身であったら不平不満も出てし
まうでしょう。また、教科との関連も必要です。学芸会を例にすると、国語科の時間で読み取りの学習をおこ
なっているからこそ役づくりや演技に生かせるのです。
本校では、教科の中でも「実の場」を考え、学校行事と教科学習等の関連を考え、時には教科横断的な中で

考えるなど、子どもの思いや教育効果を考え、計画的に継続的に教育活動を行い、輝いた表情で生き生きと学
ぶ子どもたちの姿を求めてまいります。



２月の行事予定
日 曜 行事等 日 曜 行事等
1 水 （特）ふれあい月間始　4時間授業(全)　 17 金 児童集会　展覧会(児童鑑賞日)

2 木 18 土 展覧会(保護者鑑賞日) 　４・５時間授業　給食あり

3 金 体育朝会 19 日

4 土 20 月 クラブ活動（最終） 展覧会片付け

5 日 21 火

6 月 委員会活動 22 水 保護者会(1)13：45〜(4)14：45〜

7 火 新一年生保護者会 23 木 天皇誕生日

8 水 下校指導 24 金 振替休業日

9 木 25 土

10 金 縦割り班遊び 26 日

11 土 建国記念の日 27 月 馬頭琴(2)　保護者会(3)13：45〜(5)14：45〜

12 日 28 火 ふれあい月間終 保護者会(2)13：45〜(6)14：45〜

13 月 １ 水 安全指導

14 火 都連合図工展(19日まで) 2 木 地域子ども会

15 水 （特）4時間授業(全) 展覧会準備(全) 3 金 6年生を送る会

16 木 4 土

○この予定は、1月３１日現在のものです。
○学級清掃を各クラス少人数で放課後に実施しています。その場合、下校が掃除当番以外のお子さんと異なり
ますのでご了承ください。最終下校時刻には下校します。

※予告なしの避難訓練があります。

お知らせ
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